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形態からみた日本語心情語嚢の史的展開
一語構成と品詞の観点から一
陣 尚* ･ 吉田 則夫
日本語心情語嚢の通時的研究の一環として,心的状態や心的動きを表す語を,既刊の古語
辞典や語嚢索引を中心とする文献から採集し,語構成と品詞の観点から考察する｡この分野
の語桑を形態面から適時的に考察して,意味の面からの研究の基礎としたい｡日本語の心情
語秦は,語構成の観点からみれば,各時代に初出する心情語では,単純語の減少,合成語の
増加が際立つ｡合成語においては,擬態語の増加が際立つ｡また,合成語の造語成分として,
身体部位名称や方位名称等が大きな役割を果たしている｡
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1 はじめに
日本語語嚢体系の変遷を記述する語桑史の研究
は,従来,身体語嚢史,親族語桑史,色彩語桑史,
数詞語桑史,衣食住の生活語義史などが取り上げら
れてきた｡心情語嚢はとりわけ重要な分野と考えら
れ,その体系的把握及び史的変遷の分析に関して,
多くのことが残されている｡日本人がどのように内
面世界を認識し,対象世界の中でどのように心情を
言語に表現するのか,それが時代とともにどのよう
に変化してきたかを明らかにすることは,日本文化
を理解する上での重要な手がかりである｡日本語心
情語嚢の適時的研究はその一助になると考えられる.
本稿における｢心情｣は,心理学上の ｢感情｣催 1'
(特に｢情緒｣｢気分｣)に相当し,人間の心的状態や心
的動き,例えば,喜怒哀楽などを広く包括するo催2)
気質,知的活動また視覚などの身体的感覚と区別さ
れる｡本稿では,これらの心情を表す語を,既刊の
古語辞典や語嚢索引を中心とする文献から採集し,
語構成と品詞の観点から考察する｡これを通して,
この分野語義の形態からの適時的全体像を明らかに
し,今後の意味の面からの研究の基礎としたい｡
2 調査対象と語の認定
心情語桑の調査収集に際しては,主として以下の
文献を使用した｡
a,上代語辞典編修委員会 『時代別国語大辞典
上代編』三省堂,1967
b,柳井滋他 『源氏物語索引』(新日本古典文学
大系別巻)岩波書店,1999
C,室町時代語辞典編修委員会 『時代別国語大
辞典 室町時代篇』三省堂,1985-2005
d,前田勇 『近世上方語辞典』東京堂,1964
e,前田勇 『江戸語大辞典』講談社,1974
f,穎原退蔵,尾形仇 『江戸時代語辞典』
角川学芸出版,2008
g,国立国語研究所 『分類語桑表 増補改訂版』
大日本図書株式会社,2004
h,中村明 『感情表現辞典』六輿出版,1979
i,松本忍 『感情語嚢体系化に関する研究一小･
中学校教科書の語嚢を中心に一資料編』
兵庫教育大学大学院修士論文,1982
j,大槻文彦 『新編大言海』冨山房,1982
k,新村出 『広辞苑 第五版』岩波書店,1998
1,日本国語大辞典第二版編集委員会,小学館
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国語辞典編集部 『日本国語大辞典 第二
版』小学館,2000-2002
以上の資料のうち,上代語は 『時代別国語大辞典
上代編』,中古語は 『源氏物語索引』,中世語は 『時
代別国語大辞典 室町時代篇』,近世語は 『近世上
方語辞典』『江戸語大辞典』『江戸時代語辞典』,近
現代語は 『感情語嚢体系化に関する研究一小･中学
校教科書の語嚢を中心に一 資料編』『分類語桑表
増補改訂版｣=F感情表現辞典』を主要資料として採
集しているが,併せて 『新編大言海』『広辞苑 第
五版』『日本国語大辞典 第二版』からも補充した｡
語の採用に際しては,次のような規準に従った｡
1)心情語桑の分野では和語が中核をなすと考き
えられ,本稿では ｢気｣及び和製漢語 ｢心配｣
を除き,対象を和語に限定した｡
2)｢語｣とみなされるもののみを対象とした｡
したがって,複合形の内部に助詞を含む場合
は,｢旬｣相当とみなして採用しなかった
(｢気の毒｣を除く)｡
例 心行く一心が行く 腹立つ一腹が立つ
3)心的状態,心的動きを表す語のみを対象と
した｡したがって,心情を伴う行動,心情を
生じさせる行動,心情を窺わせる身体的様相
を表す語は採用しなかった｡
例 笑う･泣く･悩ます･寂しげ･嬉しそう
4)動詞の連用形による体言形は基本形で,形
容詞語幹+接尾辞 ｢さ･み｣による名詞形は,
形容詞で代表する｡
例 喜び-喜ぶ 憂え-憂う
口惜しさ-口惜し
5)音韻交替,音便が認められる語は,一般的
な形のもので代表する｡
例 哀れぶ-哀れむ ねったし一ねたし
6)心情語の敬体語は常体語で代表する｡
例 思す-思う 思し煩う-思い煩う
7)助動詞 ｢たし｣｢まほし｣,接尾辞 ｢がたし｣
｢づらし｣｢にくし｣による心情語はそれぞれ
の助動詞,接尾辞で代表する (｢ありがたし｣
を除く)｡また,心情語+接尾辞 ｢がる｣の
語形は心情語で代表する｡
語の表記は現代仮名遣いに従い (現代語に存在し
ない語ないし古代形容詞の語尾はそのまま),また,
常用漢字を使用して統一を図った｡
この規準にしたがって,調査文献から,異なり語
として,上代247語,中古431語,中世493語,近
現代495語を採集できた｡近世については,当該時
代語を網羅する国語辞典,語嚢索引がないため,網
羅的な語の採集には程遠い｡
3 語構成からみた心情語垂の史的展開
日本語の単語は単純語,合成語に二大別される｡
合成語はさらに複合語,派生語,畳語に分かれる｡
以下,各時代に初出する心情語を列挙し,語構成の
観点からを語嚢の全体像を適時的に考察する｡
語の掲出について,上代と近現代は,筆者の調査
範囲内のすべての語例を掲出するが,中古･中世･近
世は,現代語に対応する古語形のほかは,その時代
の特徴的な語例とみられるものを適宜に掲出する｡
また,考察の便宜上,同根の語は派生関係を問わず,
｢/｣で掲示する｡語の初出 (時代)の認定には
『日本国語大辞典 第二版』を参照した｡以下,請
の配列は五十音順による｡
3.1 上代の心情語垂の語構成
3.1.1 単純語
あから あから あたら あたら
懇し/懇しぶ 飽く 可惜/可惜し/
あたら
可惜しぶ 哀れ//哀れむ 怪し/怪しむ
いか いきどお
危うし/危ぶむ 慌つ 怒る 憤る/
いきとお
憤ろし いきよふ 痛し//痛む 厭う/
いとお
厭わし 労し 許し/誇る/許しむ
いや いやま
いぶせし/いぶせむ 忌む 礼ぶ/礼う
いわく 浮かる 憂し/倦む うすくうつく うつく
疑う/疑わし うつく 愛し/愛しむ
敬う うらぐ 恨む/恨めし 麗し/麗しむ
えま
嬉し/嬉しむ 憂う うれたし 笑わし
おくまふ 勝る 惜し/惜しむ 恐る
怖づ 驚く/驚かし 怯ゆ おほほし
おむがし/おむがしむ 思う/思ほし/
かしこ かしこ
恩はゆ 面白し 恐し/恐む 畏まるから
悲し/悲しむ かぬ 辛し 嫌う 砕く
悔ゆ//悔し/悔しむ 狂う 苦し/苦しむこが
焦る 好む 恋う/恋し 乞う 懲る さぶ/
そね
寂し 沈む 慕う 偲ぶ 忍ぶ 嫉む
達し//達しぶ たけぶ/猛る たしなし/
たしなむ 楽し/楽しむ 耐ふ たゆたふ
慎む/憤まる ともし/ともしむ 慰む
I.-t'
欺く 懐く/懐かし 泥む 憎し/憎む
悩む/悩まし 倣う//願わし 妬し/は
妬む 望む/望まし 励む 愛し 耽る
はしきやし 恥づ/恥ずかし 誇る/ほ
誇ろふ 欲し//欲る/欲りす 惚る 惑う/
惑わう 見飽く 乱る おむがし//むつか
おむがしむ 余る 憤る めぐし/めぐむ
め
愛づ/珍し 燃ゆ 焼く やさし 安し/
休む/安らか 病む ゆゆし 喜ぶ/'喜ばしわ
俺ぶ/俺ぶる/俺びし 煩う 破る
うら 心 下 空胸
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3.1.2 複合語
あ きだ
飽足る うらぶる 思い絶ゆ 思いつく
思病む 思いやる 思い乱る 面無しかえり
顧みる かぐはし 聞き恋う 心痛し
心ぐし 心砕く 心苦し 心だらひ 心つく
心尽くす 心つごく 心和ぐ 心なしむ
心咽す 心燃ゆ 心焼く 心休む 心行く
こひた
快し 心寄る こちたし ことたし 恋痛し
こひの
乞祷む した笑む/下えまし 下はふ
こころきも
うわなり妬み 片息 片恋 心空 心肺
心ど 心ばせ 心ばえ 下心
3.1.3 派生語
(接頭辞系)
うら悲し うらぐはし うら恋し
うら焦がる うら寂し うら寂ぶ
うら恥ずかし うらもとなし うらもふ
うら安 羨む/羨まし 思い悲し 思い惑う
思い煩う 思い俺ぶ 息苦し 心腐る
心恋し 心さぶし 下焦がる 下どい
下泣き 物思う 物悲し 物恋し 下恋
(接尾辞系)
ありがほし 兄がほし 思いあう いらなし
覚束なし すかなし 恭なし ～がたし
3.1.4 畳語くれくれ
暗々 恋い恋う 清々し
以上,上代の心情語249例のうち,単純語は167
例,複合語は44例,派生語は35例,畳語は3例で
ある｡このように,上代の心情語義の中心部分は単
純語である｡複合語また接頭辞系派生語は,心的動
きを表す ｢思う｣,心臓器官を表す ｢うら｣｢心｣
｢した｣,状態を表す ｢もの｣と心的動き･心的状態
を表す語とが結合して生成したものである｡接尾辞
には ｢がたし｣｢がほし｣｢あう｣｢なし｣などがみ
られる｡また,畳語が少ない｡
3.2 中古の心情語垂の語構成
3.2.1 単純語
あなづ あなづ あや いそが
呆る 仇む 侮る/侮らはし 怪む 忙し
浮かる 憂わし うららか うたて/
おぞ
うたてし 惜し 恐ろし 好まし 凄し
澄む ためらう 長閑 誇らし 迷う
もどかし ものし 休まる やまし汁
弱る気 情け 腹
3.2.2 複合語
慌ただし 後軽し 後ろめたし 後安し
恨み俺ぶ 恨み渡る うら珍し 怖じ恐る
思い上がる 思い乱る 思い弱る 面嫌い
傍ら痛し 傍ら苦し 傍ら寂し 聞き飽く
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口惜し 恋い覚め 恋い忍ぶ 心地違う
心地勝る 心地行く 心地よし 心急ぐ
心治む 心懸かる 心騒ぐ 心凄し 心付くとヒ と
心強し 心ときめき 心留まる 心留まる
心晴る 心引く 心細し 心許なし
心やむ/心やまし 住み憂し 住み俺ぶ
-せ
所狭し 欺き凝る 欺き俺ぶ 名残惜し
胸うち騒ぐ 胸苦し 胸痛し 胸潰る/
胸潰らはし 胸走る 腹立つ 伏し沈む
待ち遠 むくつけし 目覚まし
やるかたなし 片心 心地 心地空 中空
なまごころ
生心 胸心 物めで 夢心地 夢心
3.2.3 派生語
(接頭辞系)
打ち解く 思い欺く 思い慰む 思い悩むけ け け
思い悩まし 気疎
けにく あくが
気悪し 心憧る
し 気恐ろし 気懐かし
心慌ただし 心憂し
心恥ずかし そら恐ろし そら欺き
そら悩み なま恨めし なま口惜し
なま心苦し なま心行く なま憎し
なま妬し なま物憂し 物憂し 物恨み
物恨めし 物怨ず 物恐ろし 物狂わし
物慎まし 物歎かし 物難し
く接尾辞系)
呆れ甚し 後ろめたなし 願い思う
爽立つ/爽やか 腹立ち入る 腹立ちなす
むくつけなし ～がる ～たし ～にくし
～まほし
3.2.4 畳語
忌々し 浮き浮き うらうら 怖ず怖ず
おどろおどろし そうぞうし つれづれ
晴々し 惚れ惚れ/惚れ惚れし むくむくし
むらむらし
中古に入ると,心情語の総数が大きく増加した｡
初出の単純語が減少し,複合語が大半を占めるよう
あや
になる｡また,初出した単純語は ｢怪む｣｢憂わし｣
のように上代語と同根のものが多い｡｢弱る｣のよ
うな非心情語由来の語が際立つ｡複合語には身体部つら
位名称 ｢面｣｢口｣｢胸｣｢腹｣,方位名称 ｢後｣｢傍
ら｣｢所｣などがみられる｡さらに,｢恨み俺ぶ｣の
ような異なる心情語の重なりによる語も多くみられけ
る｡接頭辞には ｢うち｣｢気｣｢そら｣｢なま｣,接尾
辞には ｢甚し｣｢入る｣｢にくし｣などが新たにみら
れた｡畳語も増加して,そのうち,擬態語による造
語が際立つ｡
中古の心情語は,数量の増加とともに,複合語,
派生語,畳語の語構成が多様な様相を呈しており,
非心情語由来の語も際立つ｡
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3.3 中世の心情語垂の語構成
3.3.1 単純語
憧る 焦る 危ぶまし 浮かさる うっかり
おぞ おぞ
哲陶し うっとり 恨まし 悼む/停ましお
溺る 怖む 嫌わし 寛ぐ 悔やむ
狂おしい さっぱり 白く しょんぼり
せわ たぎ
忙し ぞっと 涼る とけしなし 妬まし
はにかむ びっくり 怯む 惚けるき
安らぐ 酔う 気
3.3.2 複合語
呆れ騒ぐ 呆れ迷う 忌み恐る 忌み嫌う
忌み慎む 忌み悼る 苛立つ/苛立たし
後ろ暗し 恐れ博る 驚き呆る 面嫌わし
思いすさむ 思い急く 思い晴る 面映ゆし
気懸かり 気障り 気遣う/気遣わし
きわ る
気詰まる/気詰まり 肝潰し 気悪 興ざむ
悔い悲しむ 口恐ろし 口恥ずかし 心惜し
心起こる 心配る 心静か 心長し 心寄せ
わろ
心悪し 好き好む 堪え忍ぶ 嘆き悲しむ
情け無し 腹立たし 人恐ろし 人嫌い
人恋し 待ち焦がる 待ち遠し 待ち長し
待ち久し 自覚む 目恥ずかし むか腹うてンつごころ
滅入る やるせなし 浮かれ心 現心
にくしん
片恨み 気持ち 肝魂 心持ち 憎心まけはら
花心 負腹
3.3.3 派生語
(接頭辞系)
相哀れむ 打ち込む 心惚る 小寂し
こそばゆし そら恥ずかし そら喜び
(接尾辞系)
呆れ切る 呆れ果つ ありがたい 忌み思う
いみじがる 恨み入る 恐れ入る
恐れがまし 思い込む 忙しなし
高ぶる ただめく むかつく 悪がる
3.3.4 畳語
白々/′/白々し/白け白け 苦々し 忌々はし
呪々し 恥じ恥じに いそいそ いらいらし
うらうらし うかうか/うかうかし
くいくい くさくさ くやくや/くやくやし
こきこき さばさば むかむか
中世に入ると,単純語には擬態語の増加が認めらさ
れる｡心情そのものを表す語として,単純語 ｢気｣,
複合語 ｢気持ち｣が初出する｡複合語の前部成分にき おも
は ｢気｣また身体部位名称 ｢目｣｢面｣｢肝｣などが
新たにみられる｡｢腹｣を含む複合語が多いことも
特徴的である｡接頭辞には ｢相｣｢小｣,接尾辞には
｢がまし｣｢切る｣｢込む｣｢つく｣｢果つ｣｢めく｣が
新たにみられる｡また,｢悪がる｣のような ｢非心
情語十がる｣で生成される心情語が際立つ｡畳語の
数量は大きく増加し,擬態語の存在が一層際立つ｡
3.4 近世の心情語嚢の語構成
3.4.1 単純語
おこ
諦める 明けしい うんざり 怒る
怖じける おっかない がっかり がっぽり
きつし きょうとい げんなり 困る
情げる 白む 焦れる しんどい 惰気る
好き 急く そそる 募る 照れる 煮える
逆上せる はっと 引ける びびる ほっとほど
解ける むしゃくしゃ むっと もがく
はらわた
やきもき やっかむ やんがん 沸く 腸
3.4.2 複合語
うぬほ
飽き無し 甘んずる 自惚れる うら安し
お じけ おぞけ
岡惚れる 岡焼きもち 怖気立つ 怖気立つ
お のほ
自惚れる 重くれる 肩身窄る 気重
気忙し 気味よし 気味悪い 気難し
気まずし おっかなびっくり 口寂し
こころぶる
心余る 心急く 心震い 心悪い
尻こそばゆし 魂消る 力落とし
ひいばら
面憎し 牌腹挟む うきく
胸悪し 待ち望む むか腹立つ 憂苦
お じけ お そけ きもせい
枝恨み 怖気 怖気 気の毒 肝精 急腹
業腹 心意気 心祝い 心配 中っ腹
濡れ心 乗り気 一人腹 むっと気 胸騒ぎ
斑気
3.4.3 派生語
(接頭辞系)
相惚れ あだ忌々し うっ惚れ込む
け忌々し けち忌々し 小気味よし
小面憎し 小憎し 大嫌い 大好き
大喜び ちょっと惚れ 糠喜び
(接尾辞系)
あたがまし 呆気なし 呆れ入る 呆れ返る
いきり立つ 浮つく 恨みっこ 恭有り
感じ入る 煙ったし 焦れったし
辛気くさし 惰気返る そわつく 猛り立つ
どきつく 煮え返る 逆上せ上がる
逆上せ返る 憎らし 憎体し 憎体らし
まごつくむやく
胸糞 無益し ～づらし
3.4.4 畳語
飽き飽き うずうず おちおち うわうわ/
うわうわし おどおど かんかん 懲り懲り
くよくよ ぐらぐら しみじみ じりじり
しんみり ぞくぞく そわそわ どきどき
はらはら びくびく ぷりぷり ふわふわ
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むずむず むらむら もやもや/もやもやし
わくわく
先述のように,採集した近世の心情語数は多くな
いものの,初出の語が多い｡単純語には擬音語,擬
態語が多いほか,方言 (｢しんどい｣｢やっかむ｣)
もみられる｡心情を司る身体部位を表す語としてはらわた
｢腸｣が初出する｡複合語の前部成分には,心情そ
のものを表す語として ｢気味｣,身体部位名称 ｢肩
ひいばら
身｣｢尻｣｢牌腹｣が新たにみられる｡接頭辞には
｢あだ｣｢けち｣｢大｣｢糠｣,接尾辞には ｢っこ｣｢有
り｣｢くさい｣｢らし｣が新たにみられる｡また,新
しい畳語が多くみられる｡
3.5 近現代の心情語垂の語構成
3.5.1 単純語
かっと きっくり ぎょっと 凝る
すかっと すきっと すっと どきん
ひやり ぶっつん 参る 蜂る
3,5.2 複合語
思い断つ 思い泥む 気落ち 気重い
せわ
気乗り きまり悪い 心暖まる 心忙しい
心躍る 心丈夫 心待ち 殺気立つ 尻込み
末恐ろしい 戸惑う 人怖じ 人怖め
安んずる やりきれない 逆恨み 横好き
3.5.3 派生語
(接頭辞系)
薄気味悪い 心床しい 小憎らしい
小恥ずかし 引き締まる
(接尾辞系)
うざったい 気忙しない 惰気込む
照れくさい 煮えくり返る 憎たらしい
びくつく 奮い立つ
3.5.4 畳語
焦れ焦れ/焦れ焦れしい 憎々しい
げっそり ぴりぴり ぷんぷん ほくほく
むくむく やきゃき
採集した近現代の心情語495例のうち,初出の語
は以上の55語のみである｡単純語のうち,非心情
語由来の語3例,擬態語9例である｡複合語の前部
成分には,方位名称 ｢末｣｢逆｣｢横｣が新たにみら
れる｡接頭辞には ｢薄｣が新たにみられる｡畳語9
例のうち,擬態語が6例も占めている｡
近現代に新たに出現した心情語は数量が少なく,
また,新しい語構成の要素も少ない｡新語の多くは
擬態語である｡
3.6 語構成からみた心情語嚢の史的展開
以上,日本語心情語嚢の語構成を,上代から現代
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に至るまでの文献の語例で,適時的に考察してきた｡
その特徴は次のように指摘することができる｡
ア,単純語は上代の心情語の大多数を占めており,
その多くは近現代まで用いられている｡一方,
中古以降に初出する単純語は,前時代語と同根
の語,非心情語由来の語,擬態語が多い｡
ィ,複合語は上代では少なかったが,その後,堰
加し続けて心情語の主要部分となった｡その構
成成分としては,心的動きを表す ｢思う｣,心き
情そのものを表す語として ｢気｣｢気持ち｣｢気
味｣,身体部位名称 ｢うら｣｢心｣｢した｣｢胸｣
おも はらた坑: ひいばら
｢目｣｢面｣｢肝｣｢腹｣｢腸｣｢肩身｣｢尻｣｢牌腹｣
などがある｡また,異なる心情語の重なりによ
る複合語も非常に多い｡一万,万位名称 ｢後｣
｢傍ら｣｢所｣｢末｣｢逆｣｢横｣などは,心情語
の構成成分として,心情を生じさせる周囲の環
境,心情の向きを表している｡
ウ,心情語の接頭辞は,上代から現代に至るまで,
｢思い｣｢うら｣｢心｣｢した｣｢もの｣｢うち｣け
｢気｣｢そら｣｢なま｣｢相｣｢小｣｢あだ｣｢けち｣
｢大｣｢糠｣｢薄｣がみられ,接尾辞は ｢がほし｣いt二
｢がたし｣｢あう｣｢なし｣｢甚し｣｢入る｣｢にく
し｣｢づらし｣｢がまし｣｢切る｣｢込む｣｢つく｣
｢果つ｣｢めく｣｢っこ｣｢有り｣｢くさい｣｢らし｣
がみられる｡これらの接頭辞や接尾辞は心情の
状態を広く表現している｡
エ,心情を表す擬態語は,中古に初出して以来,
その語例が増加し続けて心情語の重要部分とな
った｡特に畳語の大半は擬態語に由来するもの
である｡
4 品詞からみた心情語垂の史的展開
以下,前節と同じ資料を用いて,日本語の心情語
嚢を品詞の観点から適時的に考察する｡
4.1 名詞
各時代に初出する心情名詞を挙げれば,次の通り
である｡
上代 うら 心 下 空 胸 片息 片恋
こころきも
うわなり妬み 心肺 心ど 心ばえ
心ばせけ
中古 気 情け 片心 心地 心地空 つれづ
なまごころ
れ 中空 生心 腹 胸心 夢心地
夢心
うウつごころ
中世 浮かれ心 現心 片恨み 気持ち
にくしん
肝魂 心持ち 憎心 花心き はらわた う き く お じけ お ぞ け
近世 気 腸 憂苦 枝恨み 怖気 怖気
きもせい
気の毒 肝精 急腹 業腹 心意気
陳 尚 ･ 吉田 則夫
心祝い 心配 中っ腹 糠喜び 濡れ心
乗り気 一人腹 むっと気 胸糞
胸騒ぎ 斑気
近現代 :逆恨み 横好き
このように,心情語全体における名詞の量は少な
い｡身体部位名称の推移から,日本人が考えていた
心情を司る身体部位は,上代の ｢心｣｢胸｣などか
はらわ1=
ら,中古の ｢腹｣,中世の ｢肝｣,近世の ｢腸｣へと
逐次範囲を拡大してきたことが分かる｡また,人のけ き
息を表す語 ｢気｣｢気｣と心情とが密接な関係をも
つと考えていたことが推察される｡その他の名詞は
複合語が多く,様々な心情を表している｡
4.2 形容詞,動詞
心情語において量が多いのは形容詞と動詞であ
る｡多くの場合,心情形容詞はそれと同一語根の動
詞をもつ ｡両者の関係については,先行研究によっ
てすでに明らかにされている｡以下,それらの語例
を整理しその適時的様相を考察する｡
4.2.1 同根の心情形容詞,心情動詞
A類 同根にそれぞれ接尾辞 ｢し｣｢ぶ/む｣を
付けて,形容詞,動詞を生成させる場合｡
例 妬し/妬む 憎し/'憎む
B類 心情形容詞に接尾辞 ｢ぶ/む｣を付けて,
動詞を生成させる場合｡
あから あから あ た ら あ た ら
例 懇し/懇しぶ 可惜し//可惜しぶ
楽し/楽しむ
C類 心情動詞の連用形に接尾辞 ｢し｣を付け
て,形容詞を生成させる場合｡
例 恋う/恋し 俺ぶ/俺びL
D類 心情動詞に接尾辞 ｢あし｣を付けて,形
容詞を生成させる場合｡
例 懐く/懐かし 羨む/羨まし 憂う/秦
わし 腹立つ/腹立たし
E類 心情動詞に接尾辞 ｢おし｣を付けて,形
容詞を生成させる場合｡
いきどお いきどお
例 憤る/憤ろし
め
また,｢慌つ/慌ただし｣｢恨む/恨めし｣｢愛
づ/珍し｣のような場合もある｡上代にはほとんど
の場合の語例が認められるが,その後,中古の ｢憂
わし｣｢恐ろし｣｢やまし｣,中世の ｢恨まし｣｢妬ま
し｣,近世の ｢明けしい｣のように,新造語の減少
とともに造語法も減少した｡近代以降,このような
造語がみられなくなった｡
4.2.2 動詞と同根関係をもたない形容詞
各時代に初出する動詞と同根関係をもたない心情
形容詞を挙げれば,次の通りである｡
上代 いらなし うらぐはし 覚束なし
かぐはし 心ぐし 快し 清々しは
すかなし 愛し やさし ゆゆし
中古 うたてし 心地よし 心凄し 心細し
心許なし 凄し そうぞうし
むくつけし やるかたなし
むくむくし もどかし ものし
中世 うかうかし 奮陶し うらうらし
わろ
くやくやし 心長し 心悪し
待ち遠し 待ち長し 待ち久し
とけしなし 情け無し
近世 うわうわし きつし 気まずし
煙ったし 心悪し 小気味よし
焦れったし 辛気くさし しんどい
ぜわ
近現代 うざったい 心忙しい 照れくさい
このように,動詞と同根関係をもたない形容詞は
どの時代にも少ない｡各時代に初出する語例は,上
代から近世までほぼ同程度であるが,近現代は3語
までに減少する｡語構成上,合成語がほとんどであ
り,特に擬態畳語を語幹とする語が多い｡
4.3 形容動詞
各時代に初出する心情形容動詞を挙げれば,次の
通りである｡
上代 うら安
中古 うららか 心地空 爽やか つれづれ
中空 長閑
中世 気懸かり 気障り
近世 気重 気の毒 嫌い 好き 大嫌い
大好き
近現代 心丈夫
形容動詞の語例は時代を通じて少ない｡そのほと
んどは,心情名詞を前部成分とする語,心情動詞由
来の語,擬態語である｡少ない語数,他品詞を造語
成分としていることからも,心情語としての形容動
詞の表現力には限界があると言えよう｡
4.4 昌帽司
各時代に初出する心情副詞を挙げれば,次の通り
である｡
くれくれ
上代 晴々
中古 浮き浮き うらうら 怖ず怖ず
惚れ惚れ
中世 いそいそ うかうか うっかり
うっとり くいくい くさくさ
くやくや こきこき さっぱり
さばさば しょんぼり 白々
ぞっと 晴々 びっくり むかむか
近世 うんざり がっかり がっぽり はっと
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ほっと むしゃむしゃ むっと
飽き飽き うずうず うわうわ
おちおち おどおど かんかん
懲り懲り くよくよ ぐらぐら
しみじみ じりじり しんみり
ぞくぞく そわそわ どきどき
はらはら びくびく ぷりぷり
ふわふわ むずむず むらむら
もやもや わくわく
近現代 かっと きっくり ぎょっと げっそり
焦れ焦れ すかっと すきっと すっと
どきん ぴりぴり ぶっつん ぶんぶん
ほくほく むくむく やきゃき
心情副詞は,上代にはl語のみ,中古にも少ない
が,中世以降,大きく増加した｡また,一部の心情
形容詞語幹,心情動詞語幹の重複による畳語を除い
て,すべてが擬態語であることが特徴的である｡
4.5 接頭辞,接尾辞
心情語嚢にみられる接頭辞,接尾辞の語例は,
3.6ウで挙げた通りである｡
心情語柔史上,多くの接頭辞がその造語成分とな
っている｡そのうち,｢思い｣｢心｣｢もの｣のよう
に,多くの派生語をつくり出し,強い生産力をもつ
ものもあった｡しかし中世以後,新しい接頭辞が生
まれながら,一部の固定用法を除いて,徐々に衰退
した｡それに対して,接尾辞は ｢がほし｣｢がまし｣いた
｢甚し｣などの一部を除き,多くのものが初出して
以来,現代まで用いられ続けてきた｡
4.6 品詞からみた心情語嚢の史的展開
以上,日本語の心情語嚢を品詞の観点から適時的
に考察してきた｡その結果,次のことが明らかにな
った｡
ア,心情を司る身体部位が,上代の ｢心｣｢胸｣
はらわた
などから近世の ｢腸｣-と逐次範囲を拡大して
きた｡
ィ,心情語においてもっとも多いのは形容詞と動
詞である｡その大半は同根をもつ形容詞と動詞
である｡それらは複雑な相関関係をもち,中古
以降も新しい語形をつくり出していたが,近代
以降,新しい造語がみられなくなる｡それに対
し,合成語,特に擬態畳語が多いのが特徴的で
ある｡
ウ,心情形容動詞の語数は少なく,語構成上,他
の品詞の心情語を造語成分としている｡
エ,心情副詞の語数は,上代･中古は少ないが,
中世以降,擬態語を中心に大きく増加している｡
オ,接頭辞をもつ心情語は近世以降,衰退したの
と対照的に,接尾辞をもつ心情語の多くは,初
出して以来,継続して現代まで用いられてきた｡
5 あわりに
以上,上代から現代に至るまでの心情語を初出時
代別に列挙し,語構成と品詞の観点から考察してき
た｡その結果,時代変遷における形態からみた心情
語秦の数量的変化の過程が明らかになった｡
日本語の心情語秦は,中古以降,数量としてほぼ
安定しているO語構成の観点からみると,各時代に
初出する心情語のうち,単純語が減少し,合成語が
増加する傾向がみられる｡初出する単純語は,前時
代語と同根の語,非心情語由来の語,擬態語が多い｡
合成語においては擬態語の増加は際立つ｡合成語の
造語成分として,身体部位名称や方位名称が大きな
役割を果たしている｡また,心情語の造語成分とな
る接頭辞,接尾辞の種類も豊富である｡
品詞の観点からみると,とりわけ複雑な様相を里
しているのは,同一語根をもつ心情形容詞,心情動
詞の相関関係である｡それらの造語活動は上代が中
心であり,その後,徐々に減少した｡
心情語嚢史の研究は,従来,特定の意味分野の特
定の語を中心に行われるのが主流である｡それらの
研究は心情語嚢史の体系的な研究の一段階と考えら
れ,総合的な体系把握の途上にある｡本稿は,心情
語糞の意味体系及び心情語嚢史の変遷の全体像を追
究するための基礎作業として,形態上の観点から日
本語心情語桑の史的展開を考察したものである｡
注
1 新版心理学事典編集委員会 『新版 心理学事典』
(平凡社,1981)｢感情｣の項参照｡
2 心情の分類には多くの見解があるが,本稿では,
九鬼周造 ｢情緒の系図｣(『九鬼周造全集 第四巻』
岩波書店,1981)の分類法に即して,心情の範囲
を定めている｡
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